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４
月
１
日
付
け
で
、
高
千
穂
町
国
民

健
康
保
険
病
院
に
３
人
の
医
師
が
着
任

し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

医
師
任
用
辞
令

荒川　大輝 医師川野　綾子 医師神谷　俊樹 医師
だいきあらかわあやこかわのとしきかみや

（整形外科） （内　科） （内　科）

　
3
月
27
日
、神
楽
の
館
広
場
に
て
、

第
26
回
天
岩
戸
桜
ま
つ
り(

天
岩
戸

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会  

今
村
清
美

実
行
委
員
長)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
神
楽
の
館
を
訪
れ
て
い
る
宮
崎
大

学
の
森
山
友
渚
さ
ん
と
戸
高
み
な
み

さ
ん
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
滞
在
す
る
約
1
カ
月
間
を
か

け
て
企
画
運
営
。
当
日
は
、
会
場
周

辺
の
桜
が
満
開
と
な
り
、
快
晴
の
空

の
下
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

快晴と満開の桜の中で
天岩戸桜まつり開催

青空の下、ステージ上で気持ちよく演奏する出演者。 出動がないことが１番です。

ANAの元客室乗務員。現在は、「接遇＆マナー」専属講師。認定された川登棚田群、尾戸の口棚田、東岸寺扇の峰棚田、徳別当の棚田

元客室乗務員が教える
ANA直伝のおもてなしの心の表し方

　

3
月
23
日
、
天
岩
戸
交
流
館
あ

ま
て
ら
す
館
に
て
、Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
の
北
風

薫
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
接
遇

＆
マ
ナ
ー
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
接
遇
と
は
、「
相
手
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
。
人
や
状
況
に
応
じ
た

対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

小
さ
い
こ
と
ほ
ど
丁
寧
に
。
当
た

り
前
の
こ
と
ほ
ど
真
剣
に
。
そ
れ

を
意
識
し
て
い
る
の
が
プ
ロ
」
と

の
こ
と
。
参
加
者
は
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ふるさとの誇りを未来へ
つなぐ棚田遺産認定式

最新の装備で備えを
町消防団へ車両引き渡し

　
３
月
24
日
、
役
場
駐
車
場
に
て
、

町
消
防
団(

佐
藤
春
男
団
長)

へ
の
車

両
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、車
両
を
入
れ
替
え
た
の
は
、

第
８
分
団
第
１
部(

江
藤
真
也
部
長)

の
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
。

　
団
員
ら
は
、式
終
了
後
に
早
速
、

担
当
者
に
よ
る
車
両
や
ポ
ン
プ
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、帰
り
の
際
に
出
動
要
請
が
行
わ

れ
て
も
、す
ぐ
に
ポ
ン
プ
操
作
が
で

き
る
よ
う
に
と
、積
極
的
に
質
問
を

し
操
作
方
法
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

3
月
25
日
、
役
場
会
議
室
に
て
、

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
認
定
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
が
平
成
11
年
に
、「
日

本
の
棚
田
百
選
」
を
認
定
し
て
20
年

以
上
が
経
過
。
令
和
元
年
に
施
行
さ

れ
た
棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
き
、

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
取
り
組

み
を
積
極
的
に
評
価
し
、
新
た
な
棚

田
地
域
の
振
興
に
向
け
た
「
ポ
ス
ト

棚
田
百
選
」
と
し
て
今
回
、
全
国
で

2
7
1
群
を
認
定
。
う
ち
本
町
か
ら

４
棚
田(

団
体)

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

総務課　課長
上下水道課　課長
議会事務局　課長(再)
教育委員会　課長
町立病院　副院長(再)
町立病院　看護師長
町立病院　主任技師
町立病院　技師
町立病院　技師
会計課　主事補
総務課　主事補

佐藤　英次 （41年11月）
江藤　良一 （41年11月）
甲斐　順生 （38年  0月）
河内　晴彦 （35年  0月)
興梠　知子 （29年  0月）
  林　正美 （30年  0月）
竹尾　輝美 （13年  9月）
押方　裕幸 （  5年  0月）
田邉　祐希 （  2年  0月）
甲斐　華穂 （  4年  0月）
内田　周吾 （  3年  0月）

退職者（令和4年3月31日付） ※(再)は再任用
　（　）内は在職年数所　　　属 氏　名

たかちホッとニュース

たかちほっとニュース

　
３
月
25
日
、
高
千
穂
町
町
制
施
行
１
０
０
周

年
の
記
念
ソ
ン
グ
「
明
日
へ
の
風
」
の
完
成
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
、
２
０
２

０
年
の
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
」
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
で
、
本
町
出
身
の

長
友
誠
さ
ん
が
発
案
。
当
初
は
、
同
年
度
内
に

完
成
を
し
披
露
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
等
に
よ
り
延
期
。
昨
年
、

よ
う
や
く
収
録
が
で
き
た
こ
と
で
完
成
し
、
本

日
よ
う
や
く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※

「
明
日
へ
の
風
」
の
メ
ー
キ
ン
グ
ビ
デ
オ
や
譜

面
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

１
０
０
周
年
記
念
ソ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
完
成
発
表

完
成
し
た
作
品
を
手
に
す
る
甲
斐
町
長(

右)

と

企
画
か
ら
作
曲
ま
で
を
手
掛
け
た
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
」
長
友
誠
さ
ん

   

岩
尾
　陽
富
美
さ
ん
（
宮
崎
県
）

高
千
穂
町
長
賞

　佐
藤
　凛
さ
ん       

（
宮
崎
県
）

髙
山
文
彦
賞

　鈴
木
　麻
菜
さ
ん    

（
宮
崎
県
）

俵
万
智
賞

　坂
本
　侑
里
奈
さ
ん 

（
宮
崎
県
）

長
友
誠
賞

　大
﨑
　雅
也
さ
ん    （
宮
崎
県
）

　

佐
藤
　佳
織
さ
ん     （
東
京
都
）

　桜
井
　友
樹
さ
ん     （
神
奈
川
県
）

　工
藤
　美
奈
子
さ
ん
（
宮
崎
県
）

　宮
本
　幸
侑
さ
ん    

（
宮
崎
県
）

　佐
藤
　鈴
華
さ
ん
　 （
宮
崎
県
）

　渡
部
　愛
奈
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　玉
木
　節
花
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　吉
井
　海
斗
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　橋
本
　健
由
さ
ん     （
宮
崎
県
）

   

岩
尾
　陽
富
美
さ
ん
（
宮
崎
県
）

高
千
穂
町
長
賞

　佐
藤
　凛
さ
ん       

（
宮
崎
県
）

髙
山
文
彦
賞

　鈴
木
　麻
菜
さ
ん    

（
宮
崎
県
）

俵
万
智
賞

　坂
本
　侑
里
奈
さ
ん 

（
宮
崎
県
）

長
友
誠
賞

　大
﨑
　雅
也
さ
ん    （
宮
崎
県
）

　

佐
藤
　佳
織
さ
ん     （
東
京
都
）

　桜
井
　友
樹
さ
ん     （
神
奈
川
県
）

　工
藤
　美
奈
子
さ
ん
（
宮
崎
県
）

　宮
本
　幸
侑
さ
ん    

（
宮
崎
県
）

　佐
藤
　鈴
華
さ
ん
　 （
宮
崎
県
）

　渡
部
　愛
奈
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　玉
木
　節
花
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　吉
井
　海
斗
さ
ん     （
宮
崎
県
）

　橋
本
　健
由
さ
ん     （
宮
崎
県
）

「神話から未来へつなぐ記念ソング」募集の審査結果 

１ もう少しここにいようよ　風が心地いいから
　 写真なんかじゃ足りない　両手ひろげ感じていたい
　 陽ざしの中　いにしえから　風が香る　　　　
　 なびく白いシャツのすそ　通り過ぎて誘い笑う
　 道案内の里なまり　ご先祖様のレシピで　　　　　
　 にぎやかな舞いや唄　人と神様の物語
　 学校からの帰り道　こんにちは　おかえり　どんげしたっね　よっちょきない　
　 なにげない毎日　くりかえしの毎日　そこにあるほんとうの幸せ
　 今に伝わる　日本のふるさと　守りたい　伝えたい　未来の子どもたちにも
　 ここにあるほんとうの幸せ  明日への風　

２ 歩きだしてみようよ　水の流れが聞こえる
　 ふと立ち止まる坂道　心すまして聴いていたい　
　 やさしい時間　大切な人と夢描く
　 一つ一つの思い出が　未来の扉を開いてゆく
　 トロッコから見える四季の山　ホオジロが歌う
　 リュックに詰めるマイローカル　人と自然の物語
　 千年落ちる水しぶき　こんにちは　おかえり　これも食べない　飲みないよ　　
　 なにげない毎日　くりかえしの毎日　そこにあるほんとうの幸せ    
　 今を生きる　日本のふるさと　守りたい　伝えたい　未来の子どもたちにも
　 ここにあるほんとうの幸せ  明日への風
　 今を生きる　日本のふるさと　守りたい　伝えたい　未来の子どもたちにも
　 ここにあるほんとうの幸せ　明日への風
　 届けて　明日への風　伝えて　未来への風

　　原　詞：岩尾 陽富美
　　補　詞：「神話から未来へつなぐ記念ソング」

                                      応募作品より一部引用 
　　

詞補作：高千穂町町制施行100周年記念ソング審査委員会
　　作　曲：長友 誠

あ   　   す　　　　　    　　  かぜ

き
た
か
ぜ

か
お
る
こ

は
る
お

し
ん
や

ゆ
う
な


